
椎葉村物産センター及び製粉施設等指定管理者仕様書 

 

 椎葉村物産センター（以下「物産センター」という。）及び製粉施設等［製粉施設・コイン

ランドリー施設・精米施設］（以下「製粉施設等」という。）の管理運営に関する協定書（以

下「協定書」という。）に基づく指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書

による。 

 

 

１ 趣旨 

  本仕様書は、物産センター及び製粉施設等の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法

について定めることを目的とする。 

 

２ 物産センター及び製粉施設等の管理に関する運営方針 

（１） 平等な利用の確保を図ること。 

（２） 村民・観光客サービスの向上を図ること。 

（３） 施設の設置目的を達成するため効率的な運営を行い、出張販売等を積極的に実施する

こと。また、流通拡大を目指し情報収集に努めること。 

（４） 施設の良好な維持管理を行うこと。 

（５） 利用者の安全を確保すること。 

（６） 施設の管理経費の縮減に努めること。 

（７） 椎葉村物産センターの設置及び管理に関する条例、椎葉村製粉施設等の設置及び管理

に関する条例ほか関係法令を遵守すること。 

（８） 個人情報の保護を徹底すること。 

 

３ 施設の概要 

（１） 設置目的  

・センターを拠点とした特産品開発とその流通拡大を図り、もって地域住民の活性化

に寄与するほか、訪問者の憩いの場として椎葉村の観光振興を推進する。 

・製粉施設等とは、地域特産品「椎葉そば」の確立と生産振興に寄与するほか、村民

の憩いの場の提供と生活支援を行うことを目的とする。 

（２）名  称  

    椎葉村物産センター、椎葉村製粉施設等 

（３）位  置 

    物産センター  椎葉村大字下福良５０９番地１８４ 

    製粉施設等   椎葉村大字下福良５０９番地１７４ 

（４）構  造 

    木造１階構造 

 



（５）延床面積 

    物産センター    ２５３．２８㎡ 

製粉施設       ３３．４㎡ 

    コインランドリー施設 ２９．７㎡ 

    精米施設        ７．４㎡ 

（６）開設年月日 

    物産センター  平成４年６月１日 

    製粉施設等   平成１２年３月２１日 

（７）施設内容 

    物産センター  事務所、販売所、食堂、倉庫、厨房、控室、便所、駐車場 

    製粉施設等   製粉施設（一式）・ランドリー（一式）・精米機（一式） 

 

４ 休日及び営業時間 

休  日 １２月２９日から１月３日とする。 

営業時間 午前９時から午後６時までとする。 

※上記事項についてはイベントの開催等やむなき事情が発生した場合、指定管理者が 

必要に応じて変更することが出来る。 

 

５ 指定期間 

  令和６年４月１日から令和９年３月３１日までとする。 

 

６指定管理業務（協定書第５条関係） 

（１） 利用許可に関する業務 

    ア 物産センター及び製粉施設等、駐車場の使用許可に関する業務。 

    イ 食堂の使用許可に関する業務 

（２） 施設及び付属設備等の維持管理に関する業務 

    ア 開店・閉店に関する業務 

    イ 施設の清掃 

ⅰ センター内、製粉施設等、屋外（駐車場）の日常清掃 

ⅱ 屋外（雨どい等）の定期清掃 

＊清掃に使用する用具・洗剤等は指定管理者で用意すること。 

  ウ センター及び製粉施設内の照明・音響・空調設備の管理・点検業務 

  エ 浄化槽並びに水道設備の管理・点検業務 

  オ 来客者の統計管理及び分析 

  カ センター及び製粉施設内（敷地内）見回り業務（各部屋の整理整頓） 

  キ 各種調査照会関係 

  ク 各種定期点検への立ち会い 

  ケ 施設見学への対応 

  コ 緊急時対策、防犯・防火対策についての職員への指導（消防訓練の実施等） 



  サ 個人情報保護法についての職員への周知徹底 

（３） 利用料金等の徴収に関する業務 

    ア 物産センター及び製粉施設等の使用料の徴収、受領書の発行業務 

    イ 各種物産品の売上金の徴収、領収書の発行業務 

（４） 各種物産品の販売等に関する業務  

    ア 地場産品の販売並びに宣伝業務 

    イ 地場産品の商品化業務 

 

７ 業務実施条件（協定書第６条関係） 

指定管理者は協定書並びに本仕様書に定める全ての事項を遵守し、意欲を持って本業 

務を遂行すること。 

 

８ 管理施設の改修等（協定書第１０条関係） 

施設の増改築・修繕等に要する経費については、１回あたり５万円までは指定管理者の

負担とし、５万円を超えるものについてはその都度、椎葉村と指定管理者協議の上決定す

るものとする。 

 

９ 指定管理料の支払い（協定書第１８条関係） 

（１）椎葉村は、指定管理者に対して指定管理料（人件費を含む物産センター及び製粉施設

等の管理運営に係る経費）を支払うものとする。 

（２）指定管理料については選定委員会後、協定締結までの間に交渉調整することとし、協

定書にて定めることとする。 

   ※ただし、指定管理料は指定管理期間３年間で年５％ずつ減額するものとする。 

（３）指定管理料の支払いは、各年度毎に椎葉村と指定管理者が協議の上作成する支払計画

書に従い、乙の請求に基づき支払う。 

（４）指定管理料の額の変更及び返還等については、協定書に定めるとおりとする。 

 

１０ その他 

   指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、業務の内容及び処理について疑義が生じ

た場合は村と協議の上決定するものとする。 

 

 


